
令和５年２月１７日

三井家住宅（旧庄屋）を護る会

江戸時代の長尾村庄屋

三井傳左衛門

小学生向け三井家住宅
紹介DVD動画の制作

武豊町提案型協働事業



「三 井 家 住 宅 を護る会」の紹介

第２日曜日：１０：００～１２：００

お隣カフェ、体操、折り紙など

第４日曜日：１０：００～１５：００

各種催し：落語、古文書講座、琵琶演奏など

定例会議：９：００～

Ｈ26. 7. 7

三井家住宅（旧庄屋）を
護る会 有志の会発足
“後世にしっかり引継ぐ”

Ｈ27.10.1 「三井家住宅（旧庄屋）を
護る会」規約施行

Ｈ28.3.30 町ボランティアセンター
登録

会員数 ３９名（2023.2）
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三井家住宅所在地：武豊町字上ヶ２番地 周辺地図



2015年11月 建造物５件 国登録有形文化財 に認定

2021年 4月 武豊町指定有形文化財 に認定 建造物第1号

① 主屋

② 奥座敷

③ 南土蔵

④ 北土蔵

⑤ 表門

文化財として認定

文化財認定建造物



三 井 家 住 宅 の 歴 史 的 価 値

三井家住宅の建築遺構は、県下数例の貴重な形式

主屋：尾張地方の民家の特徴 「四つ建て」 上層農家の遺構で拡大整備の過程が歴史性を有し
近世中期の様式技法が理解できる文化財建造物

梁

柱



幕府尾張藩鳴海代官所直轄地 長尾村 を統治

傳左衛門
・７代目 当主 克己 1890年〈明治23〉～1989年〈平成元〉

・６代目 当主傳太郎 1853年〈嘉永6〉～2002年〈昭和14〉

庄屋の仕事 藩からの通達を村民に周知徹底、農地の調査、

年貢の徴収、村民の掌握、治安維持等多岐にわたる

1769年～
1868年

約100年

長尾村庄屋

・３代目傳左衛門 1747年〈延享4〉～1817年〈文化14〉

・５代目傳左衛門 1823年〈文政6〉～1902年〈明治35〉

・４代目傳左衛門 1783年〈天明3〉～1841年〈天保12〉

古文書

４万点余

長尾村庄屋 三井傳左衞門



生活状況・災害・紛争の仲介

仏様になった三井家

切山村の飢餓

・藩からの通達を村民に
周知徹底

・農地等を調査し年貢徴収
・村民を把握し相談に応じ

治安を維持

弘法大師

村人がいつでもお参り
できる

浦戸村と古布村

富貴村と市原村
田畑の肥料となる藻草

（ＪＲ武豊駅付近か？）

山車の順番の争い

庄屋の役割

万屋三井家

長尾まつり

紛争を納める

争いの取扱人

救う
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コロナにより減少

公開日・月２回に拡大れんげマルシェ等で増員

毎月公開日設定

三井家住宅を多くの人に知ってもらいたい

970 990

343

中学生意識調査から
（R3）

問：武豊町の歴史・産業
など町のことに興味
がありますか？

「興味がある」42.1％

「興味がない」57.1％

⇒若い世代への
意識啓発が必要

来訪者減少傾向

れんげマルシェ：未開催
イベントがマンネリ化
新規来訪者の減

令和５年１月

750？

町内小学校から
見学要望あり

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

902



三井家住宅の建築遺構は、県下数例の貴重な文化財

後世につなぐ

江戸時代の歴史・文化を伝える貴重な文化財が

我が町にあることを皆に知ってもらいたい

次世代を担う子ども達から輪を広げよう！

町づくりの目標：楽しく学び、いきいきとした生活ができるまちづくり

人生１００年時代、子どもから高齢者まで生涯にわたって学び生きがいを持てるまちにしたい

武豊町 第６次総合計画のまちづくりに貢献したい



三井家住宅のＤＶＤ動画を護る会が自力で制作したが

大人向けで子どもには難しい

【課題がいくつもある】

１．そもそも来訪者が減少している、何故？

２．小学生の対象は何年生？

３．江戸時代の歴史・文化を子どもに伝えることは難しい？

４．学校の授業として取り上げてくれるだろうか？

５．先生は協力してくれるだろうか？

６．学校の授業以外ではできないだろうか？

次世代を担う子ども達から輪を広げよう！

庄屋？

江戸時代の建物

よく分からない？

分かりやすく小学生に伝える方法はないか？



課 題 ポ イ ン ト 対 策

１ 来訪者が減少傾向にある 魅力のあるイベント＆コラボ
① イベント内容・周知方法の検討

観光協会、他ボランティア等とのコラボ
公開日の拡大

２ 小学生の対象は何年生？ 子ども達が興味を持ち出す年令 ② 社会科の郷土について学び始める

３・４年生くらいが良い

３ 江戸時代の歴史・文化を子ども

に伝えることは難しい？

言葉の表現が難しい ③ 分かりやすいＤＶＤ動画をつくる

４ 学校は授業として取り上げてく

れるだろうか？

カリキュラムを作って授業に取

入れやすくする
④ カリキュラム（案）を作る

５ 先生の協力は得られるだ

ろうか？
先生に理解してもらう ⑤ 先生に説明会を開催する

６ 授業以外ではどうだろうか？ 三井家住宅

子どもの集まりやすい場所

⑥ 公開日を増やす

町のイベント等でＤＶＤ動画放映する

地 域 課 題 の 検 討



対 策 具 体的な取組み 実施時期

① イベント内容の見直し、周知方法の見直し、

公開日の拡大（他ボランティア等とのコラボ）

子ども向けイベントを入れる

近隣イベントに合わせ開催
年 間

② 社会科の郷土について学び始める３・４年生

くらいが良い

ＤＶＤ動画制作は小学校３・４年生

程度の内容とする
令和５年４月

③ 分かりやすいＤＶＤ動画をつくる

知多半島ケーブルネットワーク（株）
に小学生向けの「ＤＶＤ動画」ができ
ないか相談 ⇒ 作成可能

令和５年

５月～７月

④ 授業に取入れやすいカリキュラム（案）を作る 社会科カリキュラムを参考に作成する 令和５年

８月～１０月

⑤ 先生に説明会を開催する 町内4小学校（三井家）を訪問し説明会

を開催する

令和５年１１月~

１２月

⑥ 三井家住宅公開日や町のイベント等で

ＤＶＤ動画を見てもらう

公民館まつり、昔の暮らし展

長尾村庄屋 三井家展など

令和５年８月～

令和６年３月

課 題 解 決 に 向 け て の 取 組 み



１．江戸時代 長尾村庄屋 三井傳左衞門のこの地域に残せる功績は大きく歴史上、

森田萬右衛門と共に武豊の誇れる偉大な人物である。このことは、小学生の学童達

が身近な事象としてふれあうことが将来この地域の大きな果実となる

２．学校や児童との連携を深めることはこの活動の礎となる

我が町に江戸時

代の建物が現存

することに誇り

がもてる

空き家となっ

て３４年間の

維持管理

家主の後世に

伝えたい熱意

を繋ぎたい

古文書を読み

解き子ども達

にこの地域の

歴史や文化を

伝える

切山地区の飢餓

を救った４代目

傳左衞門のお墓

が永寿寺にあり

今でもお盆に

施餓鬼が行なわ

れている

・・偉大さが良

く伝わる

後世に受継ぐ

ことで更に歴

史的価値を高

めることがで

きる

地域の

「憩いの場」

となり観光客

の拡大に

つながる

事業実施により期待される効果は？



一般住民向けのＤＶＤは完成し各方面に配布済ですが学童向け、特に
小学生３・４年生向けとなると、安易で分かりやすい表現にすることは
難しい作業、特に歴史や文化面での説明にはプロの技法が必要となる。

江戸時代の建物・庄屋の役割・生活
様式等の表現をプロの協力を得ながら
小学生にも分かりやすく伝わるＤＶＤ

とする。

ＤＶＤは授業を始めとし、様々な場面

で安易に活用できるものとする。

事 業 の 特 徴



地道な活動ですが、この文化財を護るには理解者・協力者、文化財の積極的な公開、資金が必要であ
るが、武豊町の誇れる歴史的資産・歴史的人物として学童に分かりやすく伝えていく活動と近隣の長尾
学校跡・武雄神社などを含めた観光スポットとして後世に伝え武豊町の発展に寄与したい

学
校
教
育

武豊小学校

衣浦小学校

富貴小学校

緑丘小学校

文化財・景観財・観光財☆武豊町の町つくりに寄与

三井家住宅 武雄神社 長尾学校跡 皆満寺 蓮華院

祭り（長尾地区・富貴地区・大足地区） ふれあい山車まつり

転車台 中定商店大五蔵・昭二蔵・昭三蔵

堀田稲荷の算額 壱町田湿地植物群落 など

他

市

町他市町

小学校

三井家住宅

（護る会）

公開日の拡大

建物公開・ＤＶＤ放映

子どもフェスタ開催

三井家住宅展示会

町の各種イベント

武

豊

町

今 後 の 事 業 ビ ジ ョ ン



thank you

三 井 傳 左 衞 門 か ら の 一 言


